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論文審査の結果の要旨 	 
 	 
 	 西井祐二君は、亜鉛触媒、マンガン触媒、スカンジウム触媒を用いたカルボン酸アミド化合物の触媒的エステル化
反応を系統的に研究し、その結果を学位論文としてまとめており、見出した反応は、従来のアミド化合物変換反応と
は一線を画する優れた反応である。 	 
アミド結合は、有機化合物の中でも最も安定な結合である。その安定性から、生体を構成するタンパク質や医薬品
やマテリアル等の結合として用いられている。このような安定性のため、アミド化合物をエステルなどに化学的に変
換する反応は厳しい反応条件の使用が必須であることから、有機合成における利用は保護基に限られていた。一方、
アミド特有の強い配位能を利用して金属の反応する位置を制御する配向基としての利用が近年盛んに研究されている
ことから、温和な条件下でアミド結合の切断・変換を可能とする新たな反応の開発が求められている。 	 
このような研究背景において、西井君はアミドから誘導できるエステル化合物が、他の有機化合物に化学的に変換
しやすい点に着目し、金属触媒を利用したアミド化合物の加アルコール分解反応の開発を行った。その結果、エタノ
ールアミンのアミド化合物の水酸基への分子内アシル転移が起こることを利用することにより、亜鉛触媒の存在下で
エタノールアミドの触媒的な加アルコール分解反応が効率的に進行することを見いだした。この結果は、セリン部位
選択的なペプチド結合切断反応の達成に繋がった。また、マンガン錯体とビピリジン配位子を組み合せた触媒系が、
亜鉛触媒に比較してより高い活性を持つことを見出した。さらに、スカンジウム錯体と触媒量のボロン酸エステルが
共存する条件下において、一級アミド化合物の加アルコール分解反応により対応するエステルが効率的に得られるこ
とを見出し、スカンジウムとホウ素化合物の協働的な相互作用が、触媒活性の向上に大きく寄与することを明らかに
した。 	 
 	 これらの研究成果は、西井君の独創的で優れた研究成果をまとめた内容であり、博士（理学）の学位論文として価
値のあるものと認める。 	 
 	 
 	 
 	 
 	 
 	 
 	 
 	 
 	 
 	 
 	 
 	 
